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Denis Schulmann, Le design industriel, 











その活動 の特徴 を明 らかにしようとした出版
物が多数 みられた。この 「クセジュ文庫」で































































の登場,消 費態度の変化,流 行現象が新 しい
競争を生み出していること,製品のイメージ
は,パ ッケージ,マ ーチャンダイジング,広
告,販 売,流 通網などの商業的要素,ロ ゴ,
グラフィック ・デザイン,建築,イ ンテリア
などの視覚的統一の要素,製 品による使用価





それを行 うの もデザイナーだ という。
第二章のデザインの方法では,ジ ェネラリ
ス トであるデザイナーの方法が統合的,水 平









デザイナー像の特徴は 「創造性,触 媒,ジ ェ
ネラ リス ト」で あり,「グローバルなヴィジ
ョン,総 合の精神,技 術的能力,活 気づけの












ある。 これらがいずれ も図表化 されているが,



































析的方法に対 して感覚的,総 合的,グ ローバ
ルなアプローチは効果的で実 り豊かなしかた

































































ザイナーが よく採用す る創造の方法 には,
「目的の逸脱,機 能の転用や付加,諸 要素の
変更,イ ンターフェースの消滅 と統合,操 作
の修正」などだ と述べ るかと思うと,他方で










本的 に,直観 と創造性が 「個的な もの」であ
り,「実践や経験 によって発展する」 ものだ
という,こ のような考えは,デ ザイン活動 を








単なる操作的な技術ではなく,限 りな く 「創
造的な技術」だ ということになるだろう。
創造 というとかつてはす ぐにブレーンス ト




































は全体 として理論 よりも実践,経 験 を重視 し,
工学技術 よりも社会経済的な状況のなかで考
えようとしている。一見古いようだが,自 由
主義経済の社会におけるデザインの基盤 とし
て再認識 してお く必要はあるだろう。
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